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○市場概況

○特別勘定の運用状況

○組入投資信託の運用レポート

＜２０年運用コース＞

特別勘定の月次運用レポート

2025年5月末現在

本商品につきましては、新規のご契約のお取り扱いを行っておりません。

ただし、既に本商品をご契約されているお客様につきましては、ご契約後の各種手続のお取り扱いを行っております。

[引受保険会社] オリックス生命保険株式会社

変額個人年金保険のリスクと手数料について

●変額個人年金保険は一時払保険料をファンドで運用します。ファンドの主要
投資対象である投資信託は、国内外の株式・債券等で運用しており、運用実
績が保険金額や資産残高・将来の年金額等の増減につながるため、株価や
債券価格の下落、為替の変動により、資産残高、解約払戻金額は払込保険
料を下回ることがあり、損失が生じるおそれがあります。

●変額個人年金保険は預金等ではなく、預金保険制度ならびに投資者保護基金の対象ではありません。
●解約、一部解約（特別引出を除く）をした場合や年金受取開始日以降に年金を一括受取する場合等には、一時払保険料相
当額の最低保証はありませんので、受取総額が一時払保険料相当額を下回ること（元本割れリスク）があります。
●保険関係費用：ご契約の新規成立・維持等や死亡・災害死亡の保障等をするための費用です。運用期間中、資産残高に
対して年率2.37％の割合で資産残高から毎日控除されます。
●運用関係費用：ファンドの運用にかかる費用です。主にファンドが投資する投資信託の信託報酬で、信託財産に対して最
大で年率1.00％（マネーファンド ＭＢにかかる最大の費用です。当特別勘定が投資する三菱ＵＦＪ ＭＲＦ（マネー・リザーブ・
ファンド）は公社債投資信託である為、当投資信託の信託報酬に消費税は課されません。）の割合で信託財産から毎日控除
されます。運用手法の変更等の理由により将来変更される可能性があります。
●年金管理費：年金支払の管理にかかる費用です。年金の受取期間中、年金額に対して1％の割合で責任準備金から年金
受取時に控除されます。
●解約控除：ご契約日および増額日からその日を含めて7年未満の解約、一部解約（特別引出を除く）をした場合にかかりま
す。ご契約日からの経過年数に応じて、解約控除対象額※の7％～1％の割合で解約日の資産残高または一部解約請求額
から控除されます。

※解約控除対象額は、解約の場合は一時払保険料相当額、一部解約の場合は一部解約請求額と一時払保険料相当額のう

ちいずれか小さい方の金額となります。なお、過去に一部解約があった場合はその際の解約控除対象額が一時払保険料相

当額から差し引かれます。

＊この商品にかかる費用の合計額は、「運用期間中の費用（「保険関係費用」「運用関係費用」）」と「年金受取期間中の費用

（「年金管理費」）」の合計額となります。また、特定のお客さまには「解約控除」がかかります。

[募集代理店] 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を
示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、

オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。
・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。

・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。
したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。



１ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月 １年 ３年

日経平均株価 5.33% 2.18% ▲ 0.64% ▲ 1.36% 39.17%
TOPIX（東証株価指数） 5.03% 4.45% 4.51% 1.05% 46.47%
ＮＯＭＵＲＡ－BPI総合 ▲ 1.29% ▲ 1.68% ▲ 3.16% ▲ 2.76% ▲ 8.66%
ＭＳＣＩコクサイ指数（除く日本、円換算ベース） 6.92% ▲ 1.65% ▲ 3.11% 3.77% 54.61%

0.99% ▲ 0.12% ▲ 1.27% ▲ 1.39% 15.86%
米ドル対円為替レート（仲値） 0.91% ▲ 3.88% ▲ 4.56% ▲ 8.21% 12.21%

  ※運用状況については、組入投資信託の運用レポートをご覧ください。

外国為替

代表的な指標の騰落率

日本株式

日本債券

外国株式

外国債券 FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）

市 場 概 況

全てのデータの出所はBloomberg、野村総合研究所です。NOMURA-BPIとは、日本国内債券市場で発行されている代表的な公社債の流通動向を的確に

表す投資収益指数です。当指数は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社によって計算、公表されている、野村フィデューシャリー・

リサーチ＆コンサルティング株式会社の知的財産です。なお、同社は、当指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。Ｍ

ＳＣＩコクサイ指数とは、MSCI Inc.が所有する株価指数で、世界の主要先進国の株式市場の動きを捉える基準として、広く認知されているものです。FTSE世

界国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスです。同指数はFTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に

関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有しています。

・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を

示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、
オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。

・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。

・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。
したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。



特別勘定と投資対象の投資信託

資産

投資対象の投資信託 運用会社 投資 現預金
合計

日本 外国 日本 外国
信託 その他 (百万円)

日本株式ファンド ＭＴ ● 三菱ＵＦＪ 日本株式オープンＶＡ＊
三菱ＵＦＪアセットマネジメント

株式会社
96.6% 3.4% 307

日本株式グロース
ファンド ＦＩＣ

●
フィデリティ・日本成長株・

ファンドVA3＊
フィデリティ投信株式会社 96.9% 3.1% 790

日本株式バリュー
ファンド ＭＴ

●
三菱ＵＦＪ システムバリューオープン

ＶＡ＊
三菱ＵＦＪアセットマネジメント

株式会社
97.2% 2.8% 350

日本株式インデックス
ファンド ＭＴ

● 三菱ＵＦＪ トピックスオープンＶＡ＊
三菱ＵＦＪアセットマネジメント

株式会社
96.8% 3.2% 15

外国株式ファンド ＭＴ ● 三菱ＵＦＪ 海外株式オープンＶＡ＊
三菱ＵＦＪアセットマネジメント

株式会社
96.8% 3.2% 665

外国債券ファンド ＭＴ ● 三菱ＵＦＪ 海外債券オープンＶＡ＊
三菱ＵＦＪアセットマネジメント

株式会社
97.5% 2.5% 89

マネーファンド ＭＢ ●
三菱ＵＦＪ ＭＲＦ

（マネー・リザーブ・ファンド）
三菱ＵＦＪアセットマネジメント

株式会社
97.0% 3.0% 210

＊適格機関投資家専用に設定される投資信託です。 

投資信託の運用方針

＊適格機関投資家専用に設定される投資信託です。 

特別勘定

運用資産

株  式 債  券

資産配分(％)

運用方針

三菱ＵＦＪ 日本株式オープンＶＡ＊
成長力の高い銘柄や企業価値に対して株価が割安と判断され、かつ株価上昇が期待できる銘柄を選択し投資するこ
とによって、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）を中長期的に上回る運用成果の獲得を目指します。

成長企業の株式に投資することにより、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）を上回る投資成果を目指します。市場平均等に比較
し成長力があり、その持続が長期的に可能と判断される成長企業を独自の個別企業分析により選定し投資を行いま
す。

三菱ＵＦＪ トピックスオープンＶＡ＊

投資対象の投資信託

フィデリティ・日本成長株・
ファンドVA3＊

主に日本の上場株式に投資し、日本株式市場の代表的指数であるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み）に連動した
投資成果を目指します。株式の実質組入比率は１００％を基本とします。

三菱ＵＦＪ ＭＲＦ
（マネー・リザーブ・ファンド）

内外の公社債およびコマーシャル・ペーパーを中心に投資し、安定した収益の確保を目指します。投資対象とする有
価証券は信用度が高く、残存期間が短いものとします。外貨建資産への投資については、円貨で約定・決済するもの
（為替リスクの生じないもの）に限ります。

三菱ＵＦＪ 海外株式オープンＶＡ＊
主に日本を除く世界主要国の上場株式に投資し、世界株式市場の代表的指数であるＭＳＣＩコクサイ・インデックス
（配当込み、円換算ベース）に対し中長期的に上回る投資成果の獲得を目指します。

主に日本を除く世界主要国の債券に投資し、世界債券市場の代表的指数であるFTSE世界国債インデックス（除く日
本、円ベース）に対し中長期的に上回る投資成果の獲得を目指します。

独自に開発した「理論価格モデル」システムによって本来あるべき価格（理論株価）に対する割安度に着目し銘柄を
選定することによって、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）を長期的に上回る運用成果の獲得を目指します。

三菱ＵＦＪ 海外債券オープンＶＡ＊

三菱ＵＦＪ システムバリューオープン
ＶＡ＊

特別勘定（ファンド）グループ

・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を
示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、

オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。
・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。

・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。
したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。



１カ月 ３カ月 ６カ月 １年 ３年 設定来 １カ月 ３カ月 ６カ月 １年 ３年 設定来

5.87% 6.70% 8.03% 0.91% 41.01% 150.49% 5.22% 6.34% 4.09% -1.14% 29.04% 120.47%

１カ月 ３カ月 ６カ月 １年 ３年 設定来 １カ月 ３カ月 ６カ月 １年 ３年 設定来

5.00% 3.22% 5.88% 5.34% 47.32% 74.09% 4.69% 4.79% 4.60% 1.33% 45.39% 127.86%

１カ月 ３カ月 ６カ月 １年 ３年 設定来 １カ月 ３カ月 ６カ月 １年 ３年 設定来

9.04% 0.79% -1.95% 8.07% 61.52% 311.35% 0.30% -0.73% -2.29% -4.72% 4.26% 30.47%

１カ月 ３カ月 ６カ月 １年 ３年 設定来

-0.16% -0.49% -1.01% -2.10% -6.63% -38.77%

日本株式ファンド ＭＴ 日本株式グロースファンド ＦＩＣ

日本株式バリューファンド ＭＴ 日本株式インデックスファンド ＭＴ

期間収益率期間収益率

期間収益率

期間収益率 期間収益率

期間収益率期間収益率

外国株式ファンド ＭＴ 外国債券ファンド ＭＴ

マネーファンド ＭＢ

※特別勘定のユニットプライスは当初100で設定されております。
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特別勘定 ユニットプライスと収益率の推移

・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を
示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、
オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。

・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。

・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。
したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。



・2023年12月29日に、当ファンドのベンチマークを「配当除く指数」から「配当込み指数」へ変更しました。

・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を
示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、
オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。

・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。
・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。

したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。

■商品概要

・基準価額、基準価額（分配金再投資）は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。
・基準価額（分配金再投資）は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
・ベンチマークは、設定日前営業日を10,000として指数化しています。

・実際のファンドでは、課税条件によってお客さまごとの騰落率は異なります。
また、換金時の費用・税金等は考慮していません。

・設定来のファンドの騰落率は、10,000を起点として計算しています。
・分配金実績がある場合は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。

・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。・原則として、比率は純資産総額に対する割合です。・コールローン他は未収・未払項目が含まれるため、マイナスとなる場合があります。・業種は、東証33業種で分類し
ています。・市況の変動等により方針通りの運用が行われない場合があります。・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチ
マークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指数値及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産
であり、指数の算出、指数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。

今月の国内株式市況（ＴＯＰＩＸ）は前月末を上回る水準で取引を終えました。

米国の対中国、対欧州の関税協議進展への期待などを背景に米国株が上昇したことに加えて、2025年3月期の決算を発表した企業の多くから積極的な株主還元方針が打ち出されたことなども株価を押し上げる要因になりました。

今月のファンド騰落率は、ベンチマークを上回る運用成果となりました。業種配分については、非鉄金属をオーバーウェイトとしていたことなどがプラスに寄与した一方、機械をアンダーウェイトとしていたことなどがマイナスに影響しました。銘柄選択効果

については、「サイバーエージェント」、「川崎重工業」などがプラスに寄与、「ディー・エヌ・エー」、「楽天グループ」などがマイナスに影響しました。今月の売買では、業績期待が高くかつ割安感のある銘柄へスイッチする方針の下、「古河電気工業」、「東京

エレクトロン」などの組入比率を引き上げました。

米国の関税政策を主因に先行き不透明感が高まっており、当面の国内株式市況については値動きの大きい展開になると考えています。しかしながら、中長期的には、資本コストや株価を意識した経営が浸透していく中で、企業経営の高度化が進展し、

企業価値を拡大させる企業が多く現れるとみています。

このような認識を踏まえ、ボトムアップによるリサーチを丹念に実施することで、構造改革など企業の非連続的な変化や株価の見直しが期待できる銘柄の発掘に取り組む方針です。（運用主担当者：長尾 衛）

 主要投資対象

運  用  方  針

組入投資信託の運用レポート

【特別勘定名】

日本株式ファンド ＭＴ

【特別勘定が投資する投資信託】

三菱ＵＦＪ 日本株式オープンＶＡ（適格機関投資家限定）

【運用会社】

三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社

日本の株式。主に三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド受益証券を通じて投資が行われます。

成長力の高い銘柄や企業価値に対して株価が割安と判断され、かつ株価上昇が期待できる銘柄を選択し投資することによって、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当

込み）を中長期的に上回る運用成果の獲得を目指します。

形態 追加型株式投資信託/国内株式型（一般型）

主要投資対象 日本の株式

運用方針

設定日 2002年8月30日

信託期間 無期限

決算日 毎年2月15日（休業日の場合、翌営業日）

・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）をベンチマークとして、これを中長期的に上回る投資成果を目指し

　ます。

・銘柄選択にあたっては、以下の2つの観点から行います。

　①中長期的な成長力の高い銘柄や業績改善度の大きい銘柄を選択

　②企業価値に対して株価が割安と判断され、かつ株価上昇が期待できる銘柄を選択

・株式の実質組入比率は高位（通常の状態で90％以上）を基本とします。

■運用担当者コメント（マザーファンドベース）

■基準価額および純資産総額の推移
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基準価額（分配金再投資） 【左目盛】 ベンチマーク 【左目盛】

（億円）（円）

■基準価額および純資産総額
基準価額（１万口当たり） 45,037円

　前月末比 +2,649円

純資産総額 3.43億円

■分配金実績（１万口当たり、税引前）

決算期 決算日 分配金

第23期 2025/02/17 0円

第22期 2024/02/15 0円

第21期 2023/02/15 0円

第20期 2022/02/15 0円

第19期 2021/02/15 0円

第18期 2020/02/17 0円

　設定来累計 600円

■騰落率
過去1ヵ月 過去3ヵ月 過去6ヵ月 過去1年 過去3年 設定来

ファンド 6.2% 7.5% 9.5% 3.3% 52.8% 368.6%

ベンチマーク 5.1% 5.7% 5.9% 3.6% 57.9% 367.5%

■資産構成
比率

実質国内株式 96.7%

内　現物 96.7%

内　先物 0.0%

コールローン他 3.3%

■組入上位10業種

業種 比率
ベンチマーク

構成比

1 電気機器 21.1% 17.4%

2 サービス業 13.3% 4.5%

3 銀行業 9.1% 9.0%

4 輸送用機器 7.1% 7.3%

5 情報・通信業 6.7% 7.9%

6 小売業 4.8% 4.8%

7 精密機器 4.2% 2.0%

8 保険業 4.0% 3.4%

9 建設業 3.8% 2.3%

10 卸売業 3.6% 7.0%

■組入上位10銘柄

銘柄 業種 比率
ベンチマーク

構成比

1 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 銀行業 5.6% 3.2%

2 ソニーグループ 電気機器 5.4% 3.3%

3 サイバーエージェント サービス業 4.5% 0.1%

4 川崎重工業 輸送用機器 3.6% 0.2%

5 楽天グループ サービス業 3.5% 0.1%

6 りそなホールディングス 銀行業 3.5% 0.4%

7 ノーリツ鋼機 精密機器 3.3% 0.0%

8 ＦＯＯＤ　＆　ＬＩＦＥ　ＣＯＭＰＡＮＩＥ 小売業 2.7% 0.1%

9 富士通 電気機器 2.6% 0.8%

10 グロービング サービス業 2.6% －

組入銘柄数: 52銘柄



 設定来の運用実績 (2025年5月30日現在)  累積リターン (2025年5月30日現在)
直近1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 設定来

5.59% 7.09% 5.40% 1.03% 39.85% 311.43%

5.10% 5.69% 5.92% 3.58% 57.85% 318.50%
    ※ 累積リターンは、収益分配金を再投資することにより算出された収益率です。

 

 過去5期分の収益分配金（1万口当たり／税込）
第 19期(2020.11.30) ------------       0円
第 20期(2021.11.30) ------------       0円
第 21期(2022.11.30) ------------       0円
第 22期(2023.11.30) ------------       0円
第 23期(2024.12.02) ------------       0円

(2025年5月30日現在)

 コメント (2025年5月30日現在)  組入上位10銘柄 (マザーファンド・ベース) (2025年4月30日現在)

比率
1 5.0% 

2 4.4% 

3 4.2% 

4 3.5% 

5 3.3% 

6 3.0% 

7 2.7% 

8 2.7% 

9 2.7% 

10 2.4% 

（ 組入銘柄数 ：  167 ） 上位10銘柄合計 34.1% 
(対純資産総額比率)

 ポートフォリオの状況 (マザーファンド・ベース) (2025年4月30日現在)

資産別組入状況 市場別組入状況 組入上位５業種
株式 97.9% 96.1% 電気機器 20.0%
新株予約権証券(ﾜﾗﾝﾄ) - 1.4% 銀行業 9.6%
投資信託･投資証券 - 0.4% 輸送用機器 8.7%
現金･その他 2.1% その他市場 - 小売業 6.9%

卸売業 5.4%

輸送用機器

伊藤忠商事 卸売業

ﾘｸﾙｰﾄﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ サービス業

ﾄﾖﾀ自動車

東証プライム
東証スタンダード

東証グロース

純資産総額

ベンチマ－ク

    ※ ベンチマーク：ＴＯＰＩＸ（配当込）

1,448.1 億円

ファンド

ｷｰｴﾝｽ

銘 柄

三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ

保険業

ｿﾆｰｸﾞﾙｰﾌﾟ

三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 銀行業

東京海上ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ

電気機器

銀行業

日立製作所 電気機器

業 種

電気機器

豊田自動織機 輸送用機器

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

01/11 07/8 13/6 19/4 25/2

累積投資額（基準価額）

ベンチマーク 基 準 価 額 41,143円

（円）

(設定時)

※累積投資額は､ファンド設定時に10,000円でスタートしてからの収益分配金を再投
資した実績評価額です｡ ただし､購入時手数料および収益分配金にかかる税金は
考慮していません。 ベンチマークはファンド設定日前日を10,000円として計算してい
ます。 ※基準価額は運用管理費用控除後のものです。※当該実績は過去のもので
あり、将来の運用成果等を保証するものではありません。

当月の東京株式市場は、トランプ政権の関税政策に対する警戒感が和らい
だことを背景に、前月に続き上昇しました。
米国が英国と貿易協定を締結し、中国とは相互追加関税の引き下げに合意
するなど、米関税政策が緩和方向に進展するとの期待が高まったことに加え、
日米の金融政策が現状維持となったことや、主要企業の2024年度決算発表
で自社株買いの設定が相次いだことも押し上げ要因となり、日本株は月半ば
まで堅調に推移しました。その後は、米国債の格下げによる財政悪化懸念
から米長期金利が上昇し、円高・ドル安が進行したことや、利益確定売りが
重なり上値を抑えられる展開となりました。しかし為替が円安に転じたことや、
米国が欧州連合（EU）に対する追加関税の発動を延期したことを受けて株価
は再び上昇すると、米国際貿易裁判所がトランプ関税の大部分を違法と判
断したことや、米半導体大手の好決算なども支援材料となって上値を広げま
した。ただし、米連邦巡回区控訴裁判所が米国際貿易裁判所の判決執行を
一時的に停止する判断を下したことから、最終日は反落し、月の上昇幅をや
や縮めて月を終えました。
月間の騰落率は、TOPIX（配当込）が＋5.10％、日経平均株価は＋5.33％で
した。
※上記コメントは、資料作成時点におけるもので将来の市場環境等の変動等
を保証するものではありません。

(対純資産総額比率)

* 各々のグラフ､表にある比率は､それぞれの項目を四捨五入して表示しています。

* 業種は東証33業種に準じて表示しています。

* 未払金等の発生により「現金・その他」の数値がマイナスになることがあります。

・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を
示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、
オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。

・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。
・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。

したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。

組入投資信託の運用レポート
【特別勘定が投資する投資信託】

フィデリティ・日本成長株・ファンドＶＡ3（適格機関投資家専用）

【運用会社】

フィデリティ投信株式会社

【特別勘定名】

日本株式グロースファンド ＦＩＣ

主要投資対象
日本の上場株式。主にフィデリティ・日本成長株・マザーファンド受益証券を通じて投資が行われます。

運 用 方 針
成長企業の株式に投資することにより、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）を上回る投資成果を目指します。市場平均等に比較し成長力があり、その持続が長期的に可能と

判断される成長企業を独自の個別企業分析により選定し投資を行い、信託財産の成長を目指します。

＊TOPIX（配当込）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに投資対象としての機

能性を有するマーケット・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算

出されており、配当を考慮したものです。

＊東証株価指数（TOPIX）（以下「TOPIX」という。）の指数値及びTOPIXに係る標章又は

商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）

の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用などTOPIXに関するすべての権

利・ノウハウ及びTOPIXに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有しま

す。ＪＰＸは、TOPIXの指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負

いません。



・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を
示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、
オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。

・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。
・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。

したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。

■商品概要

・基準価額、基準価額（分配金再投資）は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。
・基準価額（分配金再投資）は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
・ベンチマークは、設定日前営業日を10,000として指数化しています。
・2024年1月31日に、当ファンドのベンチマークを「配当除く指数」から「配当込み指数」へ変更しました。

・実際のファンドでは、課税条件によってお客さまごとの騰落率は異なります。
また、換金時の費用・税金等は考慮していません。

・設定来のファンドの騰落率は、10,000を起点として計算しています。
・分配金実績がある場合は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。

・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。・原則として、比率は純資産総額に対する割合です。・コールローン他は未収・未払項目が含まれるため、マイナスとなる場合があります。・業種は、東証33業種で分類し
ています。・市況の変動等により方針通りの運用が行われない場合があります。・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチ
マークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指数値及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産
であり、指数の算出、指数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。

独自の理論株価モデルで算出される割安度が高い銘柄を多く組み入れつつ、業種構成や規模構成などの要素についてはベンチマーク（東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み））と過度にカイ離しないようにポートフォリオを構築

し運用しました。

5月のパフォーマンスは、運用方針に基づき組み入れた銘柄の中で小野薬品工業、リログループ、キリンホールディングス等の銘柄がマイナスに影響したものの、ＴＩＳ、ＵＴグループ、ＳＡＮＫＹＯ等の銘柄がプラスに寄与した

ことにより、ファンド全体ではベンチマークを上回りました。

今後におきましては、個別銘柄ベースでの業績予想や株価水準が大きく変化した場合には、割安度を再算出し、割安度を維持するために銘柄入替を行う方針です。（運用主担当者：指田 晃平）

 主要投資対象

運  用  方  針
独自に開発した「理論価格モデル」システムによって本来あるべき価格（理論株価）に対する割安度に着目し銘柄を選定することによって、東証株価指数（ＴＯＰＩ

Ｘ）（配当込み）を長期的に上回る運用成果の獲得を目指します。

組入投資信託の運用レポート

【特別勘定名】

日本株式バリューファンド ＭＴ

【特別勘定が投資する投資信託】

三菱ＵＦＪ システムバリューオープンＶＡ（適格機関投資家限定）

【運用会社】

三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社

日本の株式。主に三菱ＵＦＪ システムバリューマザーファンド受益証券を通じて投資が行われます。

形態 追加型株式投資信託/国内株式型（一般型）

主要投資対象 日本の株式

運用方針

設定日 2002年8月30日

信託期間 無期限

決算日 毎年3月15日（休業日の場合、翌営業日）

①日本の株式を主要投資対象とし、本来あるべき価格（理論価格）に対する割安度に着目した銘柄選択を行う

　バリュー型のファンドです。

②東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）をベンチマークとして、これを中長期的に上回る投資成果を目指します。

③各銘柄の理論株価および理論株価に対する割安度の測定については、三菱ＵＦＪ信託銀行グループが独自

　に開発した「理論株価モデル」を活用します。

④ポートフォリオの構築にあたっては、割安度を最大にしつつ、業種構成や規模構成など割安度以外の要素

　についてはベンチマークと同程度となるように、最適化を図ります。

⑤株式の実質組入比率は高位（通常の状態で９０％以上）を維持します。

■運用担当者コメント（マザーファンドベース）

■基準価額および純資産総額の推移
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純資産総額 【右目盛】 基準価額 【左目盛】

基準価額（分配金再投資） 【左目盛】 ベンチマーク 【左目盛】

（億円）（円）

■基準価額および純資産総額
基準価額（１万口当たり） 32,652円

　前月末比 +1,663円

純資産総額 3.55億円

■分配金実績（１万口当たり、税引前）

決算期 決算日 分配金

第23期 2025/03/17 0円

第22期 2024/03/15 0円

第21期 2023/03/15 0円

第20期 2022/03/15 0円

第19期 2021/03/15 0円

第18期 2020/03/16 0円

　設定来累計 800円

■騰落率
過去1ヵ月 過去3ヵ月 過去6ヵ月 過去1年 過去3年 設定来

ファンド 5.4% 3.9% 7.4% 8.0% 60.1% 245.3%

ベンチマーク 5.1% 5.7% 5.9% 3.6% 57.9% 367.5%

■資産構成

比率

実質国内株式 96.8%

内　現物 96.8%

内　先物 0.0%

コールローン他 3.2%

■組入上位10業種

業種 比率
ベンチマーク

構成比

1 サービス業 13.3% 4.5%

2 機械 11.4% 5.9%

3 銀行業 10.9% 9.0%

4 情報・通信業 10.6% 7.9%

5 電気機器 9.0% 17.4%

6 食料品 5.9% 3.1%

7 化学 4.4% 4.8%

8 小売業 3.8% 4.8%

9 証券、商品先物取引業 3.6% 0.9%

10 輸送用機器 3.2% 7.3%

■組入上位10銘柄

銘柄 業種 比率
ベンチマーク

構成比

1 三井住友フィナンシャルグループ 銀行業 4.4% 1.9%

2 ソフトバンク 情報・通信業 3.8% 0.9%

3 日本たばこ産業 食料品 3.6% 0.7%

4 小松製作所 機械 3.5% 0.6%

5 みずほフィナンシャルグループ 銀行業 3.2% 1.3%

6 東京エレクトロン 電気機器 2.9% 1.2%

7 三井住友トラストグループ 銀行業 2.3% 0.3%

8 キリンホールディングス 食料品 2.2% 0.2%

9 ＩＮＰＥＸ 鉱業 2.2% 0.2%

10 トレンドマイクロ 情報・通信業 2.1% 0.1%

組入銘柄数: 78銘柄



・2019年7月1日に当ファンドのベンチマークを「配当除く指数」から「配当込み指数」へ変更しました。

・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を
示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、
オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。

・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。
・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。

したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。

・基準価額、基準価額（分配金再投資）は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。
・基準価額（分配金再投資）は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
・ベンチマークは、設定日前営業日を10,000として指数化しています。

・実際のファンドでは、課税条件によってお客さまごとの騰落率は異なります。
また、換金時の費用・税金等は考慮していません。

・設定来のファンドの騰落率は、10,000を起点として計算しています。
・分配金実績がある場合は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。

・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。・原則として、比率は純資産総額に対する割合です。・コールローン他は未収・未払項目が含まれるため、マイナスとなる場合があります。・業種は、東証33業種で分類し
ています。・市況の変動等により方針通りの運用が行われない場合があります。・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチ
マークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指数値及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産
であり、指数の算出、指数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。

 主要投資対象

運  用  方  針
主に日本の上場株式に投資し、日本株式市場の代表的指数であるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み）に連動した投資成果を目指します。株式の実質組入比率

は１００％を基本とします。

組入投資信託の運用レポート

【特別勘定名】

日本株式インデックスファンド ＭＴ

【特別勘定が投資する投資信託】

三菱ＵＦＪ トピックスオープンＶＡ（適格機関投資家限定）

【運用会社】

三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社

日本の株式。主にＴＯＰＩＸマザーファンド受益証券を通じて投資が行われます。

形態 追加型株式投資信託/インデックス型（TOPIX連動型）

主要投資対象 日本の株式

運用方針

設定日 2003年12月10日

信託期間 無期限

決算日 毎年3月15日（休業日の場合、翌営業日）

①日本の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）に連動した投資成果を目指します。②東京証券取引所上場銘柄を中心に分散投資を行い、

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）に連動するようにポートフォリオ管理を行います。③運用の効率化を図るため、ＴＯＰＩＸ先物等を利用します。④現物株式の組入

比率に先物取引等の建玉比率を加減した実質株式組入比率は１００％を基本とします。

■基準価額および純資産総額の推移

0

10

20

30

40

50

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2003/12/10 2010/06/10 2016/12/07 2023/06/16

純資産総額 【右目盛】 基準価額 【左目盛】

基準価額（分配金再投資） 【左目盛】 ベンチマーク 【左目盛】

（億円）（円）
■基準価額および純資産総額

基準価額（１万口当たり） 38,623円

　前月末比 +1,862円

純資産総額 1.31億円

■分配金実績（１万口当たり、税引前）

決算期 決算日 分配金

第22期 2025/03/17 0円

第21期 2024/03/15 0円

第20期 2023/03/15 0円

第19期 2022/03/15 0円

第18期 2021/03/15 0円

第17期 2020/03/16 0円

　設定来累計 700円

■騰落率
過去1ヵ月 過去3ヵ月 過去6ヵ月 過去1年 過去3年 設定来

ファンド 5.1% 5.6% 5.8% 3.3% 56.4% 306.6%

ベンチマーク 5.1% 5.7% 5.9% 3.6% 57.9% 332.9%

■資産構成

比率

実質国内株式 99.7%

内　現物 98.2%

内　先物 1.5%

コールローン他 0.3%

■組入上位10業種

業種 比率
ベンチマーク

構成比

1 電気機器 17.1% 17.4%

2 銀行業 8.9% 9.0%

3 情報・通信業 7.7% 7.9%

4 輸送用機器 7.2% 7.3%

5 卸売業 6.9% 7.0%

6 機械 5.8% 5.9%

7 化学 4.7% 4.8%

8 小売業 4.7% 4.8%

9 サービス業 4.4% 4.5%

10 医薬品 4.0% 4.1%

■組入上位10銘柄

銘柄 業種 比率
ベンチマーク

構成比

1 トヨタ自動車 輸送用機器 3.6% 3.7%

2 ソニーグループ 電気機器 3.2% 3.3%

3 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 銀行業 3.2% 3.2%

4 日立製作所 電気機器 2.6% 2.6%

5 三井住友フィナンシャルグループ 銀行業 1.9% 1.9%

6 任天堂 その他製品 1.8% 1.9%

7 リクルートホールディングス サービス業 1.6% 1.7%

8 キーエンス 電気機器 1.5% 1.5%

9 三菱重工業 機械 1.5% 1.5%

10 東京海上ホールディングス 保険業 1.4% 1.4%

組入銘柄数: 1,685銘柄

■商品概要



・2023年12月29日に、当ファンドのベンチマークを「配当除く指数」から「配当込み指数」へ変更しました。

・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を
示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、
オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。

・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。
・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。

したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。

■運用担当者コメント（マザーファンドベース）

海外株式市況は上昇となりました。

トランプ米政権の関税政策に対して各国との関税交渉が進展したことや、底堅い米経済指標を背景に米景気の軟着陸期待が高まったことが好感され、株価は上昇しました。

外国為替市況については、円に対して米ドルは上昇（円安）しました。

6月は米国をはじめとするグローバルの景気見通しやインフレに加えて、米連邦公開市場委員会（FOMC）における金融政策動向や米政権の政策動向などが注目されます。

このような環境のもと、投資方針は、引き続き個別銘柄選択では、株価に割安感があり、独自の成長テーマを持った銘柄に注目しています。投資国配分については、北米、欧州、アジア・オセ

アニアともにニュートラルとします。（運用主担当者：柳原 武士）

■組入上位10ヵ国・地域
国・地域 比率

1 アメリカ 73.4%

2 フランス 5.7%

3 イギリス 4.5%

4 カナダ 3.1%

5 スペイン 2.6%

6 スイス 1.9%

7 香港 1.5%

8 オーストラリア 0.7%

9 デンマーク 0.3%

10 － －

■商品概要

・基準価額、基準価額（分配金再投資）は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。
・基準価額（分配金再投資）は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
・ベンチマークは、設定日を10,000として指数化しています。

・実際のファンドでは、課税条件によってお客さまごとの騰落率は異なります。
また、換金時の費用・税金等は考慮していません。

・設定来のファンドの騰落率は、10,000を起点として計算しています。
・分配金実績がある場合は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。

・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。・原則として、比率は純資産総額に対する割合です。・コールローン他は未収・未払項目が含まれるため、マイナスとなる場合があります。・REITの組み入れがある場合、
REITは株式に含めて表示しています。・国・地域は原則、主要取引所所在地で分類しています。・業種は、GICS（世界産業分類基準）で分類しています。・市況の変動等により方針通りの運用が行われない場合があります。・
ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円換算ベース）は、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、米ドルベース）をもとに、委託会社が計算したものです。また、ＭＳＣＩコクサイ・インデックスに対する著作権及びその他知的
財産権はすべてMSCI Inc.に帰属します。・Global Industry Classification Standard (“GICS”)は、MSCI Inc.とS&P(Standard & Poor’s）が開発した業種分類です。GICSに関する知的財産所有権はMSCI Inc.およびS&Pに帰属し
ます。

 主要投資対象

運  用  方  針
主に日本を除く世界主要国の上場株式に投資し、世界株式市場の代表的指数であるＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円換算ベース）に対し中長期的に

上回る投資成果の獲得を目指します。

組入投資信託の運用レポート

【特別勘定名】

外国株式ファンド ＭＴ

【特別勘定が投資する投資信託】

三菱ＵＦＪ 海外株式オープンＶＡ（適格機関投資家限定）

【運用会社】

三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社

日本を除く世界の株式。主に三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド受益証券を通じて投資が行われます。

形態 追加型株式投資信託/国際株式型（一般型）

主要投資対象 日本を除く世界主要国の株式

運用方針

設定日 2002年8月30日

信託期間 無期限

決算日 毎年12月15日(休業日の場合、翌営業日）

・ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円換算ベース）をベンチマークとして、これを中長期的に上回る投資成果を

　めざします。

・カントリーアロケーションと銘柄選択の双方におけるアクティブ戦略により、超過収益の獲得をめざします。

・実質組入外貨建資産の為替変動リスクに対するヘッジは原則として行いません。ただし、エクスポージャーのコント

　ロール等を目的として為替予約取引等を活用する場合があります。

・株式の実質組入比率は高位（通常の状態で90％以上）を基本とします。

■基準価額および純資産総額の推移
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純資産総額 【右目盛】 基準価額 【左目盛】

基準価額（分配金再投資） 【左目盛】 ベンチマーク 【左目盛】

（億円）（円）

■基準価額および純資産総額

基準価額（１万口当たり） 73,286円

　前月末比 +6,418円

純資産総額 7.68億円

■分配金実績（１万口当たり、税引前）

決算期 決算日 分配金

第23期 2024/12/16 0円

第22期 2023/12/15 0円

第21期 2022/12/15 0円

第20期 2021/12/15 0円

第19期 2020/12/15 0円

第18期 2019/12/16 0円

　設定来累計 800円

■騰落率
過去1ヵ月 過去3ヵ月 過去6ヵ月 過去1年 過去3年 設定来

ファンド 9.6% 1.3% -1.1% 10.4% 75.5% 674.2%

ベンチマーク 7.2% -1.1% -2.4% 5.2% 61.8% 824.4%

■資産構成
比率

実質外国株式 93.9%

内　現物 93.9%

内　先物 0.0%

コールローン他 6.1%

■組入上位10業種
業種 比率

1 半導体・半導体製造装置 10.0%

2 金融サービス 8.4%

3 資本財 6.8%

4 保険 6.8%

5 医薬品・バイオテクノ・ライフ 6.8%

6 ソフトウェア・サービス 6.4%

7 食品・飲料・タバコ 5.7%

8 自動車・自動車部品 5.4%

9 公益事業 4.5%

10 メディア・娯楽 3.7%

■組入上位10銘柄

銘柄 国・地域 業種 比率
ベンチマーク

構成比

1 TESLA INC アメリカ 自動車・自動車部品 5.4% 1.5%

2 NVIDIA CORP アメリカ 半導体・半導体製造装置 5.4% 5.0%

3 CHUBB LTD アメリカ 保険 4.1% 0.2%

4 MICROSOFT CORP アメリカ ソフトウェア・サービス 3.8% 4.7%

5 HIMS & HERS HEALTH INC アメリカ ヘルスケア機器・サービス 3.6% －

6 UBER TECHNOLOGIES INC アメリカ 運輸 3.6% 0.2%

7 APPLE INC アメリカ テクノロジ・ハードウェア・機器 3.5% 4.4%

8 SOFI TECHNOLOGIES INC アメリカ 金融サービス 3.0% －

9 CHEVRON CORP アメリカ エネルギー 2.9% 0.3%

10 IBERDROLA SA スペイン 公益事業 2.6% 0.2%

組入銘柄数: 59銘柄



・基準価額、基準価額（分配金再投資）は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。
・基準価額（分配金再投資）は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
・ベンチマークは、設定日を10,000として指数化しています。

・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を
示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、
オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。

・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。
・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。

したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。

■債券格付分布
格付種類 比率

ＡＡＡ格 22.3%

ＡＡ格 51.8%

Ａ格 11.9%

ＢＢＢ格 9.1%

ＢＢ格以下 0.0%

無格付 0.0%

■運用担当者コメント（マザーファンドベース）

【市況動向】

当月の米国長期金利は上昇、独長期金利は概ね横ばいとなりました。

米中関税協議の進展期待や財政懸念の高まりなどを背景に、米国長期金利は上昇しました。

独長期金利は、米中関税協議の進展期待が上昇要因となった一方、米国の欧州連合（EU）に対する関税の強硬姿勢

などが低下要因となり、月を通じて見ると、概ね横ばいとなりました。為替市場では、米ドルとユーロは対円で上昇しまし

た。上記米中関税協議の進展期待によるリスクセンチメントの改善などから、米ドルとユーロは対円で上昇しました。投

資行動としては、債券デュレーションは米国はベンチマーク比長めで維持し、欧州は5月中旬まで同短めとしその後同

中立としました。欧州圏の国別投資方針は、ドイツは5月中旬までベンチマーク比中立としその後同少なめ、イタリアは5

月中旬まで同多めとしその後同中立とし、スペインは同多めで維持しました。カントリーアロケーション（通貨配分）は、

米ドル、中国元をベンチマーク比少なめで維持し、ユーロ、英ポンドを5月中旬まで同多めとしその後同中立、カナダドル、

ポーランドズロチ、スウェーデンクローナ、ノルウェークローネ、メキシコペソを同多めで維持し、豪ドルを5月上旬まで同

少なめとしその後同多めとしました。

【今後の運用方針】

債券デュレーションは現行の方針を基本に機動的に調整します。通貨配分では、必要に応じて現行比率の調整を行い

ます。（運用主担当者：舩津 大輔）

■ポートフォリオ特性
当月末

最終利回り 3.8%

直接利回り 3.4%

デュレーション 6.6

■残存期間別組入比率
残存期間 比率

１年未満 0.3%

１～３年 5.3%

３～５年 14.9%

５～７年 7.2%

７～１０年 32.2%

１０年以上 35.3%

■組入上位10ヵ国・地域
国・地域 比率

1 アメリカ 36.3%

2 フランス 7.0%

3 イタリア 6.9%

4 スペイン 6.6%

5 イギリス 5.5%

6 ドイツ 4.7%

7 オーストラリア 4.1%

8 国際機関 3.9%

9 カナダ 3.4%

10 中国 3.2%

■商品概要

・実際のファンドでは、課税条件によってお客さまごとの騰落率は異なります。
また、換金時の費用・税金等は考慮していません。

・設定来のファンドの騰落率は、10,000を起点として計算しています。
・分配金実績がある場合は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。

・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。・原則として、比率は純資産総額に対する割合です。・コールローン他は未収・未払項目が含まれるため、マイナスとなる場合があります。・利回り、デュレーションは組入
銘柄の純資産総額に対する比率で加重平均しています。・利回りはファンドの将来の運用成果を保証するものではありません。・格付は、S&P、Moody'sのうち最も高い格付を表示しています。・なお、付加記号（＋、－等）を省
略して集計し、S&Pの格付記号に基づき表示しています。・国・地域は原則、発行地で分類しています。・市況の変動等により方針通りの運用が行われない場合があります。・ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本・円ベース）
は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。同指数のデータは、情報提供のみを目的としており、FTSE Fixed Income
LLCは、当該データの正確性および完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対する著作権等の知的財産その他一切の権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属
します。

 主要投資対象

運  用  方  針
主に日本を除く世界主要国の債券に投資し、世界債券市場の代表的指数であるＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本 円ベース）に対し中長期的に上回る投資

成果の獲得を目指します。

組入投資信託の運用レポート

【特別勘定名】

外国債券ファンド ＭＴ

【特別勘定が投資する投資信託】

三菱ＵＦＪ 海外債券オープンＶＡ（適格機関投資家限定）

【運用会社】

三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社

日本を除く世界主要国の公社債。主に、三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド受益証券を通じて投資が行われます。

形態 追加型株式投資信託/バランス型

主要投資対象 日本を除く世界主要国の公社債

運用方針

設定日 2003年7月29日

信託期間 無期限

決算日 毎年12月15日(休業日の場合、翌営業日）

・ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本・円ベース）をベンチマークとして、これを中長期的に上回る投資成果を目指します。

・各国のマクロ分析や金利予測に基づいて、カントリーアロケーション、デュレーションおよび残存構成のコントロール、利回り較差に

　着目した銘柄選択でアクティブに超過収益の獲得を目指します。

・実質組入れ外貨建資産の為替変動リスクに対するヘッジは原則として行いません。ただし、エクスポージャーのコントロール等を

　目的として為替予約取引等を活用する場合があります。

・公社債の実質組入れ比率は高位（通常の状態で90％以上）を基本とします。

■基準価額および純資産総額の推移
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純資産総額 【右目盛】 基準価額 【左目盛】

基準価額（分配金再投資） 【左目盛】 ベンチマーク 【左目盛】

（億円）（円）

■基準価額および純資産総額
基準価額（１万口当たり） 20,386円

　前月末比 +104円

純資産総額 1.18億円

■分配金実績（１万口当たり、税引前）
決算期 決算日 分配金

第22期 2024/12/16 0円

第21期 2023/12/15 0円

第20期 2022/12/15 0円

第19期 2021/12/15 0円

第18期 2020/12/15 0円

第17期 2019/12/16 0円

　設定来累計 800円

■騰落率
過去1ヵ月 過去3ヵ月 過去6ヵ月 過去1年 過去3年 設定来

ファンド 0.5% -0.1% -1.2% -2.6% 12.2% 117.4%

ベンチマーク 1.0% -0.1% -1.3% -1.4% 15.9% 122.7%

■資産構成
比率

実質外国債券 95.2%

内　現物 95.2%

内　先物 0.0%

コールローン他 4.8%

■組入上位10銘柄
銘柄 種別 クーポン 償還日 国・地域 比率

1 3.5 T-NOTE 330215 国債 3.5000% 2033/02/15 アメリカ 5.7%

2 0.8 SPAIN GOVT 290730 国債 0.8000% 2029/07/30 スペイン 4.0%

3 4.5 AUST GOVT 330421 国債 4.5000% 2033/04/21 オーストラリア 3.9%

4 3.65 ITALY GOVT 350801 国債 3.6500% 2035/08/01 イタリア 3.0%

5 4.25 T-NOTE 341115 国債 4.2500% 2034/11/15 アメリカ 2.9%

6 4.75 O.A.T 350425 国債 4.7500% 2035/04/25 フランス 2.8%

7 4.4 ITALY GOVT 330501 国債 4.4000% 2033/05/01 イタリア 2.8%

8 5.5 G2 MB036 5505 MB0366 MBS 5.5000% 2055/05/20 アメリカ 2.8%

9 5.5 G2 MB030 5504 MB0308 MBS 5.5000% 2055/04/20 アメリカ 2.8%

10 0.875 IBRD 300514 国際機関債 0.8750% 2030/05/14 国際機関 2.7%

組入銘柄数: 71銘柄



格付種類 比率

Ａ－１格 0.0%

Ａ－２格 0.0%

Ａ－３格 0.0%

残存期間別比率

１年未満 １年以上 ２年以上 ５年以上

国債 12,000,000,000 11,990,469,393 2.0% 0.0% 0.0% 0.0%

地方債 0 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

特殊債 0 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

金融債 0 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

普通社債 0 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 12,000,000,000 11,990,469,393 2.0% 0.0% 0.0% 0.0%

額面金額（円） 評価金額（円）

格付種類 比率

ＡＡＡ格 0.0%

ＡＡ格 0.0%

Ａ格 2.0%

ＢＢＢ格 0.0%

ＢＢ格以下 0.0%

無格付 0.0%

■国内（邦貨建）公社債（新株予約権付社債（転換社債）を除く）明細表

■債券の格付分布

・当資料は、オリックス生命の、変額個人年金保険の特別勘定（ファンド）グループの過去の運用状況等を開示するもので、将来の運用成果を
示唆あるいは保証するものではありません。また、特別勘定が投資する投資信託のレポートは、投資信託の運用等に関る会社からの運用報告を、
オリックス生命より提供するものであり、オリックス生命はその正確性、完全性等を一切保証しません。

・特別勘定での運用期間中は、保険関係費用、運用関係費用等の諸費用がかかります。また、解約時には解約控除が適用されることがあります。
・各特別勘定は投資信託を主な投資対象とするため、価格変動リスク、金利変動リスク、為替リスク、信用リスク等の投資リスクがあります。

したがって、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標にかかる変動により損失が生じるおそれがあります。

2025年5月30日現在

■短期金融商品(ＣＰ・ＣＤ)の格付分布

評価金額（円） 比率

公社債 11,990,469,393 2.0%

（うち固定債） (11,990,469,393) 2.0%

（うち変動利付債） (0) 0.0%

短期金融資産 597,842,641,800 98.0%

（うちコールローン） (281,644,000,000) 46.2%

（うちＣＤ） (0) 0.0%

（うちＣＰ） (0) 0.0%

（うち現先・レポ） (316,198,641,800) 51.9%

（うち割引手形） (0) 0.0%

その他資産 299,176 0.0%

純資産総額 609,833,410,369 100.0%
・固定債：変動利付債以外の債券。

・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。・原則として、比率は純資産総額に対する割合です。・比率は経過利子等を債券時価に含まず算出しております。・平均残存日数は組入銘柄の純資産総額に対する比率
で加重平均しています。・変動利付債の残存日数は、次回利払日までとして計算しています。・特殊債とは独立行政法人、公庫等の政府関係機関等、いわゆる特殊法人や特殊団体が特別の法律に基づいて発行する債券の
総称です。・格付は、R&I、JCR、S&P、Moody'sのうち最も低い格付を表示しています。

■基準価額および純資産総額

基準価額 10,000円

純資産総額 6,098.33億円

■資産構成

 主要投資対象

運  用  方  針

組入投資信託の運用レポート

【特別勘定名】

マネーファンド ＭＢ

【特別勘定が投資する投資信託】

三菱ＵＦＪ　ＭＲＦ（マネー・リザーブ・ファンド）

【運用会社】

三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社

国内外の公社債、ＣＰ等の短期金融商品。

内外の公社債およびコマーシャル・ペーパーを中心に投資し、安定した収益の確保を目指します。投資対象とする有価証券は信用度が高く、残存期間が短いものとします。

外貨建資産への投資については、円貨で約定・決済するもの（為替リスクの生じないもの）に限ります。

■ポートフォリオ特性

平均残存日数 4.5日
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